
 【⽉案】12⽉‧２歳児 

 今⽉の保育のポイント 

 ●  ノロウイルス、ロタウイルスは空気感染し、感染⼒が強いので、ひとりでも発症した時は保健所 
 と連絡を取り合う。 

 ●  寒い時期は⼦どもの免疫⼒が落ち、感染症にかかりやすくなるので、⼀⼈ひとりの体調に留意す 
 る。 

 ●  少しずつ⾃⽴し始めた⼿洗い、うがい、⼿の消毒をこの時期は特にきちっと⾏うことで、感染予 
 防になる。保育者はこの時期は特に注意してみておくと良い。 

 ●  ⾔葉が良く出るようになり、他の⼈が話しているときは話さないなどのマナーについても伝える 
 時期だが、その場の困った状況を⼦どもに話し、それを解決するにはこうすればいいと伝えると 
 ⼦どもも感覚的に納得し、理解できることが多い。 

 ●  寒いからと必要以上に厚着してくる⼦どもがいるが、保護者と連携し、園の様⼦を伝えながら適 
 切な被服の量を伝えていく。 

 ●  ⼾外ではティッシュと袋を常に常備し、⼦どもの⿐⽔をこまめに拭けるようにする。 

 ⽉のねらい 

 ●  ⼀⼈ひとりの体調に留意し、元気に過ごせるようにする 
 ●  ⼾外遊びやごっこ遊びを通して、保育者や友達とのかかわりを楽しむ 
 ●  保育者の声掛けで、⾝の回りのことを⾃分でしようとする。 
 ●  保育者や友だちと関わりながら、造形遊びや表現遊びを楽しむ。 

 週のねらい 

 その１ 

 ●  １週⽬：体を⼾外で動かし、友達と関わって遊ぶ（教育） 
 ●  ２週⽬：⼾外で集めたものを使って造形遊びをし、想像しながら楽しく作り上げる（教育） 
 ●  ３週⽬：クリスマス会で毎⽇少しずつ練習してきたことを発表し、楽しさと充実感を得る（教 

 育） 
 ●  ４週⽬：年末に向け、⼼⾝健康に⼤きな怪我無く過ごす（養護） 

 その２ 

 ●  １週⽬：感染症が流⾏りやすいので、体調に留意して元気に過ごせるようにする（養護） 
 ●  ２週⽬：⼾外遊びやごっこ遊びを通して保育者や友達との関わりを楽しむ（教育） 
 ●  ３週⽬：クリスマスの雰囲気を味わい、年末年始の⾏事に楽しんで参加する（教育） 
 ●  ４週⽬：簡単な⾔葉のやり取りを楽しんだり、共通の遊びを楽しんだりして友達と関わって遊ぶ 

 （教育） 

 その３ 

 ●  １週⽬：⼿洗いやうがいをしっかり⾏い、習慣を⾝につける（養護） 
 ●  ２週⽬：友達と⼀緒に⼾外で体を動かし、寒い中でも元気に遊ぶ（教育） 
 ●  ３週⽬：クリスマスの飾り作りや歌を通して、季節感を楽しむ（教育） 
 ●  ４週⽬：⾝の回りを整理整頓しながら、年末年始の雰囲気を味わう（養護） 
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 その４ 

 ●  １週⽬：感染症対策をしっかり⾏い、健康的に過ごす（養護） 
 ●  ２週⽬：⾃分の思いを⾔葉で伝えたり、相⼿の気持ちに気づく（教育） 
 ●  ３週⽬：クリスマスの由来や雰囲気を味わいながら、季節の⾏事を楽しむ（教育） 
 ●  ４週⽬：ごっこ遊びや集団遊びを通して、友達との関わりを深める（教育） 

 前⽉末の⼦どもの姿 

 養護（⽣活） 

 ●  箸の使い⽅を知り、⾃分で持って⾷べようとする。メニューによっては、スプーンやフォークを 
 好んで使う⼦どももいる。 

 ●  ⾷べこぼしはまだあるものの、不潔清潔を実感し、服を着替えたり、⼝の回りや⼿を洗ったりす 
 る姿が⾒られる。 

 ●  尿意や便意を感じたら保育者に知らせ、トイレに⾏こうとする。ほとんどの⼦どもがパンツで過 
 ごせるようになっている。 

 ●  ⼀定期間ぐっすりと眠っている。 
 ●  ボタン掛けに興味を持ち、⾃分でしようとするが、掛け違いになっていることもある。 
 ●  ⾃分でできないと⼼が折れ、ぐずってしまう⼦どももいる。 
 ●  保育者に促されながら、⼿洗いうがいをしようとしている。 
 ●  室内や⼾外で、体を⼗分に動かして遊んでいる⼦どももいるが、中には寒さでじっとしている⼦ 

 どももいる。 
 ●  ⾃分で上着を着たり脱いだりしようとする姿が⾒られる。 
 ●  好き嫌いがあっても、保育者に勧められることで少しずつ新しい⾷材に挑戦する姿が増えてい 

 る。 
 ●  ⿐⽔を拭くとき、保育者に促されなくても⾃分でティッシュを使い、⿐を拭こうとする⼦どもも 

 いる。 
 ●  ⾃分で服を畳もうとする姿が⾒られる。 
 ●  ⾃分の持ち物や使った玩具を元の場所に⽚付けようとする姿が増えてきている。 
 ●  ⼿洗い、うがいの習慣がまだ⾝に付かず、やり忘れる⼦どもがいる。 
 ●  ⾝の回りのことに積極的に取り組み、保育者の声掛けで⾏動に移せる。 
 ●  ⼤きく体調を崩すことなく、元気に過ごしている。 

 教育（遊び） 

 ●  ⼾外遊びを友達と⾝体を動かしながら楽しんでいる。 
 ●  保育者に絵本を読んでもらい、友達と⾔葉のやりとりを楽しんでしている。 
 ●  散歩先を話すと、遊びや、その場にあるものを⾒つける楽しさを期待している。 
 ●  落ち葉や実、冬眠中の⾍を集め、⾃然物に興味を持っている。 
 ●  絵の具や糊、はさみに興味をもち、好きなように切ったり貼ったり、塗ったり、感触と⾊彩を⾃ 

 由な感性で楽しんでいる。 
 ●  友達同⼠でのトラブル、喧嘩もよくあり、保育者が仲介しながら⼈間関係を進め、互いの気持ち 

 に折り合いをつけながら過ごしている。 
 ●  クリスマス会を楽しみに持っている。 
 ●  友だちとの関わりの中で、やり取りをしながら遊びを楽しんでいる。 
 ●  ドングリや落ち葉を使って、お店屋さんごっこやおばけごっこを楽しんでいる。 
 ●  友だちや保育者と追いかけっこやボール遊び等を繰り返し楽しんでいる。 
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 ●  ⾳楽に合わせて体を動かすのが楽しく、歌やリズム遊びにも積極的に参加し、体全体で表現する 
 ことを楽しんでいる。 

 ●  友だちと⼀緒にしっぽ取り等の簡単なルールのある遊びを楽しむ姿が⾒られる。 
 ●  クリスマス会に向け、季節の制作や歌を楽しんでいる。 
 ●  友だちと協⼒しながらブロックや積み⽊を使い、⼀緒に作り上げることを楽しんでいる。 

 活動内容（五領域対応）∕環境構成と援助 

 養護（⽣活） 

 ●  活：  ⾷事や⽣活のマナーをその場の現状から少しずつ理解し、⾝に着けていく。（健康） 
 環：  ⼤声でうるさいときや、ご飯をこぼしてしまった時は「今困っている」ことを⼦どもに投げ 
 かけ、どうすれば良いかを伝える。 

 ●  活：  ⾃発的に尿意、便意を感じトイレへ⾏く。（健康） 
 環：  排泄感に合わせて⾏けるように、あえて⼀⻫にトイレに⾏かない機会をつくる。 

 ●  活：  ⿐⽔が出ていることに気づいて⾃分で拭いたり、知らせたりする。（健康） 
 環：  ⾃分で気づかない⼦や拭き⽅がまだ不⼗分な⼦がいるので、それぞれに合わせて声をかけた 
 り、最後の仕上げをすることですっきりと過ごせる⼼地よさを知らせていく。 

 ●  活：  空腹感や疲れを感じ、昼⾷をしっかり⾷べ、しっかり午睡する。（健康） 
 環：  しっかり⼼と体を動かして遊べるよう、遊びの内容や環境を練る。 

 ●  活：  ⾃分で服のボタンやチャックなど、細かいところまで⾃⽴して⾏おうとする。（健康） 
 環：  さりげなく援助をしながら、⾃分で⾝⽀度や準備ができたときはその姿を認めて満⾜感を得 
 られるようにする。 

 ●  活：  ⼿洗いうがいを適時⾏い、快適に過ごす。（健康） 
 環：  ⼿洗いが雑になりがちなので、保育者が付き添いながらしっかり洗う。 

 ●  活：  簡単な集団での約束を理解し、守ろうとする。（⼈間関係） 
 環：  「今は〜しようね」等、肯定の⾔葉で語りかけ、「静かにしたからよく聞こえるね」等、そ 
 の効果を強調して伝え、徐々に習慣化していく。 

 ●  活：  保育者の声かけを聞き、⾝の回りのことを⾃分で⾏おうとする。（健康） 
 環：  ⾃分でやりたい思いを⼤切にしながら「〜まで⾃分でできたね、えらいね」と声をかけて⾃ 
 信につなげていく。時間がかかっても⾃分でやりきれるように、⾝⽀度の時間に余裕をもつ。 

 ●  活：  絵本やおもちゃなどを投げつけず、丁寧に扱おうとする。（環境） 
 環：  壊れたおもちゃを保管しておき、⼦どもが踏んだり投げるなど乱暴に扱った場⾯で⼀緒に⾒ 
 る機会をつくり、結末がどうなってしまうか、適切な取り扱い⽅を伝える。 

 ●  活：  冬季に応じた⽣活を送り、健康で快適に過ごす。（健康） 
 環：  室温や湿度調整、こまめな換気を⾏い、体調の変化が⾒られた時には適切に対処する。 

 ●  活：  思いや気持ちを受け⽌められ、安⼼して⾃⼰主張する。（⼈間関係） 
 環：  ⼀⼈ひとりの思いをしっかり受け⽌めながら、じっくりと関わりを持つ。 

 ●  活：  ⾃分で⾐服を着脱したり、畳んだりする。（健康） 
 環：  保育者が傍に付いて畳み⽅を丁寧に知らせていき、⾃分でできたことの喜びや⾃信が持てる 
 ようにする。 

 ●  活：  ⼾外遊びや散歩の後には、⼿洗い、うがいをする。（健康） 
 環：  ⼦どもが取りやすい場所にコップを置き、事前に⼿洗いやうがいの流れを知らせる。また、 
 保育者も⼀緒に⾏いながら、⼿洗いやうがいのやり⽅を丁寧に伝える。 

 ●  活：  保育者に尿意を知らせ、トイレで排泄をする。（健康） 
 環：  トイレでの排泄ができた時には、⾃分から伝えられたことや失敗することなくできたことを 
 ⼤いに褒め、⾃信に繋げていく。 

 3 



 ●  活：  毎⽇の⽣活の流れがわかり、⾝の回りのことを⾃分でやろうとする。（健康） 
 環：  ⾃分で⾝のまわりのことをしようとする気持ちを尊重し、必要に応じた援助をしながら、で 
 きたことを認め、意欲を⾼めていく。 

 ●  活：  ⿐⽔が出たら、⾃分で⿐をかもうとする。（健康） 
 環：  ティッシュやゴミ箱を⼦どもの⼿が届くところに配置し、⾃分で拭いたり、かんだりできる 
 ように環境を整える。 

 ●  活：  ⾃分で持ち物や⾐類を⽚付ける習慣を⾝に付ける。（健康） 
 環：  持ち物や⾐類を⾃分で⽚付けられるよう、⼿の届く範囲に荷物⼊れを設けたりしながら、整 
 理整頓の流れを知らせる。 

 教育（遊び） 

 ●  活：  ⼾外遊びでは⿁ごっこや電⾞ごっこ、徒競⾛などを通じて、友達と競い合ったり、共感し合 
 いながら体を⼗分に動かして遊ぶ。（⼈間関係‧健康） 
 環：  ⼾外遊びで⼦どもたちが⼗分に楽しめるよう、⿁ごっこの⿁の帽⼦や電⾞ごっこのロープ、 
 徒競⾛のための⼩さいカラーコーンなど、⼦ども達が⼀⽬で理解できる環境を⽤意しておく。 

 ●  活：  絵本の話や友達とのやりとりから、⾔葉で想像しながらやりとりする楽しさを味わう。（⾔ 
 葉‧⼈間関係） 
 環：  ごっこ遊びやままごとが充実するよう、本物の焼き台を⽤意したり、お⾯を⽤意するなど、 
 気持ちが盛り上がって世界に⼊れる環境を⽤意する。 

 ●  活：  先の活動に期待をもち、楽しみをもって⽣活する。（⼈間関係‧環境） 
 環：  次にすることを⼦ども達に伝え、⾒通しをもって⾏動できるように援助する。 

 ●  活：  ⾝近な⾃然の不思議や発⾒を友達同⼠、保育者と共有し、⽣き物や⾃然に親しんで遊ぶ。 
 （環境‧⼈間関係） 
 環：  ⽣き物や⾃然事象の不思議に寄り添い、⼀緒に考えて楽しさや発⾒を消化していく。 

 ●  活：  散歩先で採ってきたドングリ、葉などを糊で貼るなどし、造形遊びの楽しさに触れる。（環 
 境‧表現） 
 環：  ⾃然物は糊をつけてもはがれやすく適切量つけることが難しいため、⼀⼈ひとりに⽬を配り 
 ながら丁寧に活動を進める。 

 ●  活：  ⾊を混ぜたり、ハサミで切ったり、糊で貼りつけたり、感触を楽しみながら⾊彩や物の変化 
 を楽しむ。（表現） 
 環：  造形遊びや⾊彩遊びにたっぷり触れられるように、⽤具を⾒直し、⽤意しておく。 

 ●  活：  友達との関わりやトラブルを通して、⾃分の気持ちを⼤切にしながら、⼈の気持ちがあるこ 
 とに気づく。（⼈間関係） 
 環：  友達との意⾒のすれ違いや、要求のぶつかり合いでは、丁寧に気持ちを聞き、どうすればい 
 いかアイディアを出しながら折り合いをつけていく。 

 ●  活：  クリスマス会を楽しみに、⾒通しをもって過ごす。（環境） 
 環：  クリスマス会に向けて簡単な歌と踊りを毎⽇少しずつ取り⼊れ、楽しみと期待を膨らませて 
 いく。 

 ●  活：  ハイハイ、⼭を越える、転がる、⾶ぶなど、様々な動きを楽しく経験する。（健康） 
 環：  ⼾外では園庭で跳び箱を乗り越えたり、散歩先で⽊のトンネルをくぐるなど、障害物を探し 
 たり持ってくるなどして環境をつくる。室内ではマットなどでサーキットを作り、楽しく⾝体が 
 動かせるようにする。 

 ●  活：  クリスマス会や年末の⾏事に関⼼を持ち、楽しく参加する。（健康‧⼈間関係） 
 環：  クリスマスの絵本やパネルシアターなどで⼦どもの期待感を⾼め、周りの環境も⾚と⽩のサ 
 ンタなど、クリスマスや⾏事の雰囲気をつくっていく。 

 ●  活：  実際に⾒たり触ったりしながら、冬の⾃然に親しむ。（健康‧環境） 
 環：  ⼦どもの⼩さな発⾒や勇気に気付き、⾔葉にしながら共感していく。 
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 ●  活：  気の合う友だちと積極的に関わりながら、⾃分の思いを相⼿に伝える。（⼈間関係‧表現） 
 環：  友だちとの関わりを⾒守りながら、思いを上⼿く伝えられない時には、仲⽴ちをしながら⾔ 
 葉を添えて援助していく。 

 ●  活：  保育者や友だちとのやり取りを楽しむ中で、⾔葉を増やす。（⾔葉） 
 環：  ⼦どもとの会話ややり取りでは、相づちを打ちながらじっくり話を聞き、満⾜感やもっと話 
 したいという気持ちを持てるように関わる。 

 ●  活：  保育者や友だちと⼀緒にリズム遊びや体操を楽しむ。（表現） 
 環：  季節に合った曲やカスタネットや鈴等、⼈数分の楽器を⽤意する。保育者も⼀緒に楽しみな 
 がら、表現する楽しさを動きや表情で伝えていく。 

 ●  活：  友だちと⾔葉のやり取りをしながら、ごっこ遊びを楽しむ。（⼈間関係‧⾔葉） 
 環：  ごっこ遊びのイメージが膨らむような声掛けをし、友だちとそのイメージを共有しながら遊 
 びを楽しめるようにしていく。 

 ●  活：  冬の寒さを感じながら、⼾外で体を動かして遊ぶことを楽しむ。（環境） 
 環：  「寒いね」「体を動かすと温かくなるね」等声掛けをしながら、冬ならではの感覚を伝え、 
 積極的に体を動かせるように誘っていく。 

 ●  活：  クリスマスや年末の雰囲気に触れる。（環境） 
 環：  散歩の際に街の雰囲気に触れたり、季節の⾏事に合わせた制作を⽤意する。⼦どもの気づき 
 に共感し、季節の雰囲気が楽しめるようにする。 

 ●  活：  友だちや保育者と⼀緒に簡単なルールのある遊びを楽しむ。（⼈間関係‧表現） 
 環：  しっぽ取りや⿁ごっこ等ができるよう、広いスペースを確保しのびのびと体を動かせるよう 
 にする。遊びのルールを丁寧に伝え、集団遊びの楽しさを味わえるように関わる。 

 ●  活：  落ち葉や⽊の実等の冬の⾃然物を使って、想像⼒豊かにごっこ遊びを楽しむ。（環境‧表 
 現） 
 環：  ⾃然物を使った遊びが発展するように、⼦どもが⾃由に触れられる場所に⾃然素材を配置し 
 たり、イメージを膨らませることができるような声掛けをしていく。 

 ●  活：  雪や霜などの現象に触れたりしながら、冬ならではの感覚遊びを楽しむ。（環境） 
 環：  ⼾外での雪や霜に触れる遊びでは、「冷たいね」「さくさくしてるね」等⼦どもたちの興味 
 や関⼼を引き出すような声掛けをし、冬の⾃然に親しみを持って楽しめるようにする。 

 健康、安全⾯で配慮すべき事項 

 ●  寒さで体調を崩し、⿐⽔や午睡時の咳が出る⼦どももいるので、⼦ども⼀⼈ひとりの体調や状態 
 を細かく知っておく。 

 ●  速く⾛るようになったがまだ視野が狭いので、⼦ども同⼠のぶつかり、思わぬ転倒を予測し、注 
 意をする。 

 ●  冬の感染症について、職員間で共通認識を持ち、適切に対処する。 
 ●  定期的に湿度や室温をこまめに確認し、加湿器等を使いながら⼀⽇を通して快適に過ごせるよう 

 にする。 

 今⽉の製作‧歌‧絵本‧⼿遊び‧室内室外遊び 

 製作 

 ●  靴下型プレゼント∕簡単！輪っかでリース製作∕どんな模様にしようかな？サンタのブーツ 
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 歌 

 ●  おほしがひかる∕ちいさいひつじが∕ゆめのなか 

 絵本 

 ●  まどからおくりもの∕クリスマスのふしぎなはこ∕てじな 

 ⼿遊び 

 ●  トントントントンひげじいさん∕いとまき∕てんぐのはな 

 室内室外遊び 

 ●  新聞紙にアタック！∕カラフルひもくらべ∕まつぼっくりを投げてみよう 

 ⾏事 

 ●  世界⼈権デー（12/10） 
 ●  正⽉事始め（12/13） 
 ●  冬⾄（12/22頃） 
 ●  クリスマス（12/25） 
 ●  ⼤晦⽇（12/31） 

 ⾷育 

 ●  ⾷事を楽しくするためのマナーがあることを知らせ、姿勢の悪い⼦どもには正しい姿勢で⾷べる 
 ことの⼤切さを知らせる。 

 ●  餅に触れ、つきたての餅を⾊々な味わいで楽しむ。⼩さめに丸め喉に詰まらないようにする。 
 ●  スプーンやフォークの正しい持ち⽅を知らせ、⼀⼈ひとりの段階に応じた援助を⾏う。 
 ●  正しい姿勢で⾷べられている時には、その姿を認め、習慣が⾝に付くようにしていく。 

 地域と家庭との連携 

 ●  寒い季節だが、厚着をすると動きにくくなってしまうため、必要以上に厚着させないよう呼びか 
 ける。また、着替えの服も動きやすいものを準備してもらえるようにお願いする。 

 ●  感染症に気をつけ、⼦どもの体調の変化を感じたらこまめに保護者に報告していく。家庭でも体 
 調の変化がないか知らせてもらえるよう、コミュニケーションをしっかりと⾏う。 

 ●  ⾵邪をひきやすい時季のため、⼿洗いやうがいの⼤切さを伝え、家庭でも取り⼊れてもらうよう 
 お願いする。 

 ●  クリスマス会等の⾏事や取り組みについて伝え、家庭でも楽しめるようにする。 

 ⾃⼰評価 

 ●  ⼦ども⼀⼈ひとりの体調管理が⾏き届いていたか。 
 ●  ⼾外で想像を膨らませながら、元気に体を動かして遊ぶ環境やしかけが整っていたか。 
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 ●  ⼦ども同⼠のトラブルややりとりに適切な介⼊ができていたか。 
 ●  ⽤意時間、活動時間、移動時間、遊び時間の割り振りは適当だったか。 
 ●  ⼿洗いやうがいの習慣が⾝に付くように声掛けができていたか。 
 ●  エアコンや加湿器の使⽤、換気等を⾏い、健康に留意し、快適に過ごせる室内環境を整えていた 

 か。 
 ●  はさみや糊を使う活動では、落ち着いて遊べる場所を確保し、危険なく楽しめるようにしていた 

 か。 
 ●  遊びの中で、⼦どもの「やりたい」という思いに⼗分に応えられたか。 
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